
平成２４年度決算の状況



水道事業会計

(１) 総 括 事 項
　水道事業は，給水人口の減尐や節水機器の普及及び節水意識の定着等による使用水量の
減尐に伴って，料金収入が年々減尐しており，経営的には非常に厳しい状況となっていま
す。
　そうした中，いっそうの経費の節減等による経営の健全化に努め，今年度も利益を計上
することができましたが，利益額は大幅に下がりました。
　水道事業の財政運営は，今後も一段と厳しいものになっていくものと想定されますが，
将来の水道事業の目標や実現するための具体的な施策を示した「大竹市水道ビジョン」に
基づいて，施設の更新，耐震化を計画的・効率的に推し進め，水道事業のあるべき姿であ
る「いつでも安全で安定した水の供給」の実現に向けて取り組んでいきます。

  （ア）営　　業

本年度の有収水量は，3,423,874㎥（１日平均9,355㎥）で，前年度と比較して

　　　46,252㎥（1.3％）の減尐となりました。

  （イ）建設改良（消費税及び地方消費税込み）

本年度は，施設の改良工事等に総額で114,509,098円（うち消費税及び地方消費

　　　税4,759,647円）を支出しました。

　　　　本年度に実施した主な工事は，以下のとおりです。

　　　　・阿多田地内配水管改良工事　 　　   　　　　　　　　　　　　 15,399,300円

　　　　・誠和団地配水池配水槽改修工事　　　　　　　　　　　　　 　　14,777,700円

　　　　・南栄２・３丁目地内配水管改良工事(３工区)(平成23年度繰越分) 23,271,150円

  （ウ）経理の状況（消費税及び地方消費税抜き）

平成24年度の収益的収支は，収入総額 493,647,512円，支出総額 492,469,857円

　　　で，差引き 1,177,655円の純利益となりました。

　　　　　当年度における収支の状況は次のとおりです。

　　　　　　収益的収支　　　　　　　　　　　収入総額　　 ４９３，６４７，５１２円

　　　　　（消費税及び地方消費税抜き）　　　支出総額　　 ４９２，４６９，８５７円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　差引利益額　 　  　１，１７７，６５５円

　　　　　　資本的収支　　　　　　　　　　　収入総額　　 　７４，５３５，２８９円

　　　　　（消費税及び地方消費税込み）　　　支出総額　　 １４８，４４９，０９４円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　差引不足額　 　　７３，９１３，８０５円

資本的収支の不足額 73,913,805円は，当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調

　　整額 4,771,923円，過年度分損益勘定留保資金 33,141,882円，建設改良積立金

　　36,000,000円で補てんしました。



工業用水道事業会計

(１) 総 括 事 項

　　　工業用水道事業は，旧第２期工業用水道事業の企業債償還利息や減価償却費が財政を大

　　きく圧迫していましたが，平成２０年度に締結された追加受水契約により財政面の改善が

　　進んだことや資本費平準化債の起債を発行して起債償還額の平準化を図ったことで，本年

　　度も利益を計上することができました。

　　　しかしながら，平成２４年度をもって受水契約の一部が期間満了になるなど，料金収入

　　が減尐することになるため，平成２５年度からは厳しい経営環境となります。

　　　今後においても，より一層の経費節減を図り経営の健全化に努めるとともに，適切な施

　　設の維持管理を行い，安定した工業用水の供給を行うことで，本市の産業の活性化に寄与

　　するよう取り組んでいきます。

　（ア）営　　業

　　　　本年度の有収水量（計量分）は，11,043,643㎥（１日平均 30,257㎥ ）で，前年度

　　　と比較して5,304,379㎥（△32.4％）の減尐となりました。

　（イ）建設改良

　　　　該当事項なし

　（ウ）経理の状況（消費税及び地方消費税抜き）

　　　　平成24年度の収益的収支は，収入総額 541,038,384円，支出総額 469,774,065円で，

　　　差引き 71,264,319円の純利益となりました。

　　　　なお営業外費用中，企業債利息131,593,612円の財源にあてるため，未売水企業債利

　　　息債19,700,000円を借り入れました。

　　　　　当年度における収支の状況は次のとおりです。

　　　　　　収益的収支　　　　　　　　　　収入総額　　 ５４１，０３８，３８４円

　　　　　（消費税及び地方消費税抜き）　　支出総額　　 ４６９，７７４，０６５円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　差引利益額　　 　７１，２６４，３１９円

　　　　　　資本的収支　　　　　　　　　　収入総額　　 １９９，６１６，０００円

　　　　　（消費税及び地方消費税込み）　　支出総額　　 ４３５，２３９，４４５円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　差引不足額　　 ２３５，６２３，４４５円

　　　　資本的収支の不足額 235,623,445円は，当年度分消費税及び地方消費税資本的収支

　　　調整額 1,440,443円，過年度分損益勘定留保資金 234,183,002円で補てんしました。

　　　



公共下水道事業会計

(１) 総 括 事 項

　  　 公共下水道事業は，処理人口の減尐や節水機器の普及等による使用水量の減尐に伴っ

     て，使用料収入が年々減尐しており，経営的には非常に厳しい状況となっています。

       そうした中，平成２２年度から包括的民間委託を導入するなど，経費の節減等による

     経営の健全化に努めた結果，今年度も利益を計上することができました。

       本市の公共下水道は，地方の小都市としては比較的早くから事業展開を行なってきた

     ことで，事業認可区域内における整備はほぼ完了している反面，施設の老朽化が大きな

     課題となっています。

　　   そうしたことから，今後の下水処理場やポンプ場等の施設の延命化と維持費の平準化

     　今後も，いっそうの経営の健全化に努めるとともに，安心して生活を営むために不可

     欠な，快適な生活環境の維持と公共用水域の水質保全に取り組んでいきます。

  （ア）営　　業

　　　本年度の有収水量は，3,080,139㎥（１日平均 8,415㎥ ）で，和木町からの受入水量

　　は，1,802,302㎥（１日平均 4,924㎥ ）になりました。

　　　本市では，区域内水洗化率99.6％を達成し，人口普及率も93.9％であり，全国的に見て

　　も高い水準を維持しています。

  （イ）建設改良（消費税及び地方消費税込み）

　　　本年度は，施設の改良工事費に総額で 209,727,067円(うち消費税及び地方消費税

　　9,449,358円）を支出しました。

　　　本年度に実施した主な工事は，以下のとおりです。

　　　・小島汚水中継ポンプ場受電設備改築更新工事　　　　　　１５２，７５５，０５０円

　　　・大竹下水処理場濃縮汚泥ポンプ電気設備改築更新工事　　　１４，２８０，０００円

   （ウ）経理の状況（消費税及び地方消費税抜き）

　　　 平成24年度の収益的収支は，収入総額 751,725,753円，支出総額 731,686,240円

     で，差引き 20,039,513円の純利益となりました。

　　　　　当年度における収支の状況は次のとおりです。

　　　　　　収益的収支　　　　　　　　　　　収入総額　　 　７５１，７２５，７５３円

　　　　　（消費税及び地方消費税抜き）　　　支出総額　　 　７３１，６８６，２４０円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　差引利益額　　 　　２０，０３９，５１３円

　　　　　　資本的収支　　　　　　　　　　　収入総額 　　　５６９，００３，３７０円

　　　　　（消費税及び地方消費税込み）　　　支出総額 　　　８４１，９８０，２６２円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　差引不足額　　 　２７２，９７６，８９２円

 　資本的収支の不足額 272,976,892円は，当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整

 額 4,123,355円，過年度分損益勘定留保資金 156,784,007円，当年度分損益勘定留保資金

 112,069,530円で補てんしました。

　

　 　等による中長期的な費用の抑制を図るため，「下水道長寿命化計画」を策定しました。


